橋下　徹　大阪市長

橋下徹大阪市長の発言に対する抗議声明

5月13日の記者会見で橋下徹大阪市長・日本維新の会代表は、「『慰安婦』は必要だった」と公言しました。
　私たちはこれら記者会見における一連の発言に断固抗議します。
橋下市長は「銃弾が雨嵐のごとく飛び交う中で命をかけて走っていくときに、精神的にも高ぶっている猛者集団をどこかで休息させてあげようと思ったら、慰安婦制度は必要なのは誰だってわかる」と発言しました。
これほど非常識で人権感覚のかけらも見当たらない発言を見過ごせません。

　「慰安婦」という性奴隷にされ、毎日強かんされ続けた女性たち、「兵士」とされ、性までコントロールされた男性たち。　

　私たちは、他国を侵略し殺し奪うこと、そのような戦争に男性たちを狩り出し、そしてその兵士たちに「休息」を与えるために女性を性奴隷にすること、それらすべてを徹底的に否定します。　

それから、橋下市長は、「軍の関与や、政府の関与」「強制性」は無かったと繰り返しています。しかし当時、被害女性達は軍・政府の関与なしに渡航することはできませんでした。それこそ「歴史事実の欠如」です。

　そして私たちが、世界が問題にしているのは、年端も行かない少女たちを含め、居住の自由・廃業の自由・拒否する自由も無い中で性奴隷にしたという事実です。この事実を決して許すことはできません。

また、橋下市長の「反省とお詫びをしなければならない」という発言は嘘としか思えません。反省と謝罪をすることは、「もう二度と戦争を起こしません」「二度とあなたたちに被害をあたえません」という被害国への平和と友好の約束です。橋下市長の言動は被害者に苦痛を与え、さらに世界の人々に大阪市長の人権感覚の無さを晒す結果となりました。これが、橋下市長の愛する家族であったらどう思うのでしょうか。人の命と尊厳を道具のように扱った「慰安婦」制度は、被害者にとって現在でも恐怖を与え、心身を侵略している終わらない戦争であることを認識すべきです。
　さらにこの日、橋下市長は先の沖縄訪問の際、海兵隊司令官に対し、「海兵隊にもっと風俗業を活用してほしい」と提案したことも明らかにしました。ここでも橋下市長は「命をかけて戦う男性兵士」の性的エネルギーの暴走を「コントロールする手段として女性を使う」という発想を恥ずかし気もなく披露しました。この発言で橋下市長は、基地問題に苦しむ沖縄の人々の心をも踏みにじったのです。

これらの言説こそが、世界の人権感覚から非難されているという事実に眼を向けて下さい。世界は、日本の為政者が「官憲が暴力的に連行」していなければ問題ないと公言する、その人権感覚の低劣さを非難しているのです。
　わたしたちは、橋下市長が日本軍「慰安婦」被害者を傷つけ、沖縄を貶め、人間の尊厳を蹂躙したことに対して怒りを持って抗議します。
直ちに謝罪し、発言を撤回してください。
そして貴職として責任ある態度を示して下さい。
　　2013年5月15日
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